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「つながって生かされる」ともに輝く社会「つながって生かされる」ともに輝く社会

お知らせ

平成24年
新春号

座談会「もやい」
　　　　　大分県を語ろう、竹田市を考えよう！
　　　　　　　　　座談会「もやい」
　大分行政や竹田市民の暮らしの課題を解決に向けて語り合いましょう。
どなたでもお気軽にお越しください。
　●開催：平成24年2月24日㈮　午後6時から7時頃まで
　●場所：竹田市公民館竹田分館
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
※座談会「もやい」はどちらでも開催します。みなさまのお集まりにぜひ呼んでください。

　昨年、私たちは、東日本大震災を経験しました。
自然の脅威と、この社会の無力さ。そして被災され
た方々、一人ひとりの悲しみ。私たちは改めて、こ
の世の無常を痛感しました。
　無常とは、移り変わり、はかないことです。この
世は、はかない。しかし、だからこそ、いとおしみ、
大事にしなければならないと深く思っています。「は
かない」から「捨ててしまえ」ではなく、つぶされ
ないようにつながっていこうとしているのです。今、
私たちは、「絆」の大切さを再認識しています。
　さて、この「絆」をどのように結んでいくかが問
題です。「絆」をつくろうとすれば、自分だけでは
できません。相手が必要。つまり、他人への関心や
思い、さらにはそこに基づいた行為によってのみ、
「絆」はできるのです。
　昨年の10月22 日㈯に竹田市経済活性化促進協議

会が「公開セミナー　寄り合い」を開催。そこでは
大分大学の衣笠一茂教授が「調査によると竹田市民
は共助の精神は持っているが、残念ながら竹田市に
は実践していくしくみが少ない」と指摘されていま
した。私たちはこの課題を克服し、支え、支えられ
る「顔の見える」社会関係を築いていかなければな
りません。
　「絆」は語源に「綱」を持ちます。綱を太くよろ
うと思えば多くを束ねるように、人々が様々なかた
ちで、機会多く「寄り添う」ことが大事です。市民
が寄り添いながら、他人のために手を出し合い、そ
のことによって一人ひとりが生の充実感を確かめら
れる社会へとなっていき、私たちの絆がさらに太く
なっていきますことを心底から願っています。その
実現に向けて一所懸命精進致します。
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新卒看護師の確保を 葉たばこの転作支援を

農業を学んだ生徒の進路開拓農業を学んだ生徒の進路開拓 ●大分県議会 平成23年 第4回定例会

土居昌弘一般質問
　12月6日㈫、大分県議会平成23年第4回定例会の
一般質問に「芸術文化短期大学と看護科学大学のあ
り方」「看護師確保対策」「発達障がい児の学校教育」
「農業教育」「葉たばこ生産」「鳥獣被害対策」「林業
の課題」を持って登壇しました。
　はじめに、玉来ダムの建設が継続になったことを
知事以下執行部と議会、そして傍聴席の方々と喜び
を分かち合いました。竹田市民の命、流域の暮らし
を守るために今後も力を合わせて頑張ります。
　では、土居昌弘の一般質問の一部を紹介します。



山を守って豊かな社会に

○最初は「難しそうだな」と思ったけど、
　聞いていたらとてもおもしろかった。
○「もっと県議会について知りたい」と、
　今までの自分では考えられないことを
　思うようになった。
○5年後には有権者として責任を持って投
　票したい。
○実際に傍聴して議会の様子を見てみた
　い。
○税金の使われ方を知ることができた。

　10月6日、竹田中学校3年生59名に「議員出前講座」を開催。
議会の役割や県の予算などを説明しました。
　「国の議院内閣制」と「地方の二元代表制」の違いを説明し
たうえで、大分県という地方自治に基づいた地域社会をともに
築いていこうと訴えました。
　人々が暮らす社会という家をつくるのが行政。その家のつ
くり具合を見て、不具合があれば注文をつけるのが議会。そ
して天井が落ちそうだと不満を言いながら暮らすのが県民…
ではありません。
　県民・行政・議会がいっしょになって社会を築いていくこと
が大事です。そのしくみづくりに邁進します!

竹田中学校
　　で
議員出前講座

竹田中学校
　　で
議員出前講座

井上伸史副議長と二人で説明井上伸史副議長と二人で説明



●お問い合せ：土居昌弘連絡事務所　竹田市挾田670番地　☎0974-62-4848・FAX63-0124

　買い物をする人々の笑顔を求めて、大分
県街なかにぎわいプラン推進事業が行われ
ています。この事業は商店街を活性化させ
る斬新なプランを公募し、優秀なプランを
顕彰して、その実施を県が支援するもの。
　昨年度、竹田商工会議所は「廣瀬武夫を
核とした商店街活性化プラン」で応募し、
見事第一次審査を通過したものの、最終の
公開審査で残念ながら落選。会場となった
全日空オアシスタワーで辛酸をなめました。

　今年こそは、と思っていましたら、お見事！九州アルプス商工会（女
性部荻支部：衛藤アヤ子会長）の「トマトを活用した商店街活性化
事業」が最優秀賞に !!（優秀賞はＮＰＯベップ・プロジェクト）
　皆さんは、ＪＲ豊後荻駅構内にトマト料理専門店「高原ステーション荻」
を開店。ここではトマトうどんやトマトソースのカレー、トマトのパウン
ドケーキなど、荻のトマトや地元食材をとってもおいしく堪能できます。
　また、これに合わせて荻町地域振興運営実行委員会（甲斐大蔵委員長）
が駅前で「荻めっけもん市」を毎月第２土曜日に開催。朝どりトマトをは
じめ、豊かな農産物はもちろん、上浦商工会や昨年最優秀賞を獲得した
佐賀関のコミュニティ食堂などの協力により、潮風香る海の幸も豊富に。
　トマトの力で駅前の桜町商店街が変わっていきます。乞う、ご期待。

トマトで元気に! 荻駅前をトマトで元気に! 荻駅前を

市は11月から開催されています。

人がいて、牛がいて、草原がある
　四季折々に姿を変える、美しい草原、久住高原。
実は、この草原は自然に保たれているのではありま
せん。私たちが誇る野草地を守っているのは、人々
の手による「野焼き」なのです。
　9月 23日の秋分の日に、久住の稲葉牧場（佐藤幸
生組合長）の「輪地切り」に参加しました。多くの
組合員と一緒になっ
て、大分県小規模集
落応援隊として大分
市の企業 4 社から15
名、県職員も10数名、
もちろん一般ボラン
ティアの方々も県下
各地（福岡県からも）から駆けつけて下さり、この
作業の大切さを心から実感。総勢 100 名前後の人々
が、4 地区（稲葉、南稲葉、荻の迫、後山）に分か
れて作業をしました。
　輪地切りとは、春の野焼きの際に予定地の周辺へ
延焼しないように、事前に防火帯をつくるための草
刈りのこと。こうして昔から毎年欠かさず草を刈り、
野焼きをして、汗を流しながら管理しているのです。

　佐藤隆幸牧野組合長は言います。「組合組織の高
齢化と組合員の減少で、とても骨を折る作業となっ
ているのが現状」だと。だからこそ「ボランティア
に感謝し、この思いをかたちにしていきたい」と語
気を強めます。組合では組合員の発案により、平成
7年からボランティアを受け入れています。

　ずっと残ってきた久住高原は、ずっと守ってきた
人々の歴史です。こ
れはもう組合員だけ
の財産ではありませ
ん。私たちの財産でも
あります。力を合わせ
て守り続けていきまし
ょう。

わ　ち

ぼくや

野焼きによって守られる草原

黒毛和牛を育む久住高原牧野組合の基地で作業説明人の手による「輪地切り」


